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平
成
29
年
度
施
政
方
針―

特
集市

長
が
示
す

阿
久
根
の
ま
ち
づ
く
り



施
政
方
針

は
、
就
任
以
来
、
市
を
取

り
巻
く
諸
課
題
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
市
政
運
営
の
基
本

と
し
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
の「
対
話
」や「
協
働
」で
あ
り
、

そ
し
て
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
市
民

の
方
々
お
一
人
お
ひ
と
り
に
、
よ

り
多
く
の
「
笑
顔
」
が
生
ま
れ
、

広
が
り
、
こ
の
ま
ち
が
「
笑
顔
」

に
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
し
た
。
地
方

創
生
の
総
合
戦
略
に
「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
」
と
の
言
葉
を
冠
し
た
の
も

こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、「
ま
ち
づ
く

り
始
動
の
年
」
と
位
置
付
け
、
こ

の
総
合
戦
略
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
実
施
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
２
期
目
の
任
期
の
折
り
返

し
を
過
ぎ
た
今
、
市
民
の
方
々
そ

れ
ぞ
れ
が
豊
か
な
個
性
を
輝
か

せ
、ま
ち
に
「
笑
顔
」
が
広
が
り
、

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
取
組
を
進
め
て

いき
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
内
的
に
は
、
少
子
高
齢
化
が

進
行
す
る
中
、
持
続
的
な
地
域
社

会
を
創
る
た
め
の
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
特
性
を
生

か
し
た
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
々
刻
々
に
変
転
す
る
現
代
社

会
に
あ
っ
て
は
、
状
況
を
的
確
に

把
握
し
明
日
へ
の
展
望
を
も
っ
て

諸
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
私
は
、
楽
観
を
戒
め
て

現
状
を
捉
え
、
悲
観
を
排
し
て
明

る
い
未
来
を
志
向
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
基
本
的
な
考
え

に
立
っ
て
、
私
は
、
平
成
29
年
度

を
「
笑
顔
と
夢
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
年
」
と
位
置
付
け
、
市
民
福

祉
の
向
上
、
市
政
発
展
に
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

に
関
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
内
各
地

区
で
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ

の
支
障
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
づ
く
り
活
動
支

援
事
業
を
実
施
し
、
公
益
的
な
取

組
を
支
援
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
地
域
の
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
け
る
定
住
促

進
策
と
し
て
、
引
き
続
き
、
移
住

定
住
促
進
補
助
事
業
、
定
住
促
進

対
策
木
造
住
宅
建
築
補
助
事
業
お

よ
び
地
域
支
え
合
い
定
住
支
援
補

助
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
空

き
家
の
有
効
活
用
と
地
域
環
境
の

保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
政
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
効
率
的

な
運
用
を
図
り
、
交
通
不
便
地
域

の
解
消
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

に
関
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
域
福
祉

の
充
実
を
図
り
、
家
族
と
地
域
の

つ
な
が
り
を
一
層
大
切
に
し
な
が

ら
、
市
民
全
員
が
健
康
で
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育

成
を
、
家
庭
の
み
な
ら
ず
社
会
全

体
で
支
え
合
え
る
よ
う
、子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
沿
っ

て
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
、
地

域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
平
成
29
年
度
は
、
新
た
に
、

学
校
や
仕
事
に
行
け
な
い
子
ど
も

や
そ
の
家
庭
を
支
援
す
る
「
居
場

所
づ
く
り
」
事
業
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
始
ま
る
障
が
い
者

計
画
・
第
５
期
障
が
い
福
祉
計
画

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
障
が
い

児
や
障
が
い
者
の
実
態
調
査
で
課

題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
新
た

な
障
が
い
者
福
祉
政
策
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
充
実
感

私

福
祉

ま
ち
づ
く
り

西平良将市長が
示す平成29年度
のチャレンジ

市政の各分野
における具体的な
課題や施策

掲載している施政方針は、要約しています。
原文は市ホームページでご覧になれます。

笑顔と夢のまちづくり推進の年

西平良将市長が平成 29 年度施政方針を３月定例市議会で表明しました
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を
持
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
、「
共

助
の
基
盤
づ
く
り
事
業
」「
高
齢

者
元
気
度
ア
ッ
プ
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
事
業
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
実
施
し

た
高
齢
者
実
態
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
地
域
課
題
を
踏
ま
え
、
新

た
な
高
齢
者
福
祉
政
策
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
必
要

な
保
護
を
実
施
し
、
就
労
に
よ
る

自
立
の
促
進
や
医
療
扶
助
の
適
正

化
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
、「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
」
を
活
用
し
包
括

的
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。

に
関
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
、
市

内
各
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

第
２
次
阿
久
根
市
健
康
増
進
計
画

「
あ
く
ね
元
気
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
た
取

組
や
健
康
づ
く
り
に
着
目
し
た
取

組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
や
長
寿
健
診

そ
の
他
各
種
健
診
の
受
診
率
の
向

上
を
図
り
、
が
ん
や
生
活
習
慣
病

予
防
の
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
女
性
が
ん
検
診
で
は
、
引

き
続
き
節
目
年
齢
の
無
料
検
診
や

完
全
予
約
制
に
よ
る
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

　

現
在
、
日
常
的
な
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
推
進

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

７
月
22
日
に
は
、
総
合
運
動
公
園

に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
夏
期
巡

回
ラ
ジ
オ
体
操
が
開
催
さ
れ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
公
開
生
放
送
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操

は
、
持
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康

維
持
へ
の
着
実
な
効
果
が
期
待
で

き
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を

契
機
と
し
て
さ
ら
に
事
業
の
促
進

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
運
営
の
責
任
主

体
が
都
道
府
県
へ
移
行
す
る
こ
と

に
伴
い
、
県
に
お
い
て
連
絡
会
議

な
ど
や
専
門
部
会
が
設
置
さ
れ
、

保
険
給
付
に
必
要
な
納
付
金
や
標

準
保
険
税
率
な
ど
の
協
議
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
制
度
の
円
滑
な
移

行
に
向
け
て
さ
ら
に
取
組
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
保
険
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、

特
定
健
診
受
診
に
よ
る
疾
病
の
早

期
発
見
、
訪
問
に
よ
る
早
期
治
療

や
予
防
を
促
す
と
と
も
に
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
啓
発
に

取
り
組
み
、
医
療
費
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第

７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
新
し

い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
地

域
支
援
事
業
と
し
て
本
市
の
実
情

に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

認
知
症
施
策
と
し
て
、
新
た
に

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
員

を
配
置
し
人
材
育
成
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
高
齢
者
の

多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
・
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
夜
間
一
次
救
急
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て
内
容
の
周
知
を
行

い
、
二
次
救
急
医
療
を
担
う
出
水

郡
医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
な
ど
に
よ
る
救
急
搬
送

体
制
の
充
実
に
向
け
、
関
係
機
関

と
の
連
携
の
強
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

大
川
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
経

営
面
に
お
い
て
な
お
厳
し
い
状
況

に
あ
る
た
め
、
今
後
の
運
営
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
な
ど

を
設
置
し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

に
関
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
ご
み
の
排
出
抑

制
、
再
利
用
、
再
資
源
化
の
取
組

を
進
め
て
き
て
お
り
、
本
市
に
お

け
る
ご
み
の
排
出
量
は
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の

間
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る

生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
実
施
地
域
を
拡

健
康
・

福
祉

環
境
衛
生

ラジオ体操で健康づくり

阿久根市の
平成 29年度の施策

地方創生の取組…総合戦略に基づいた施策について、事業検証会議
による結果の検証を継続的に行い、ＰＤＣＡサイクルを確立した取
組を進めることとしています。
エネルギービジョン…平成 28年度に 13人の委員による「阿久根
市再生可能エネルギービジョン策定委員会」を設置しました。平成
29年度は、策定したビジョンの具体的な実施方策について検討を
行い、地域資源としての再生可能エネルギーを生み出し、その地産
地消により自然と人が共生できる循環型社会の構築を目指します。
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施
政
方
針
大
し
、「
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
」

と
名
称
を
変
更
し
、
よ
り
一
層
の

減
量
化
と
資
源
の
循
環
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
岸
線
の
環
境
を
守
る

た
め
、
引
き
続
き
、
海
岸
漂
着
物

等
地
域
対
策
推
進
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
生
活
排
水
処
理
対

策
と
し
て
、
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
の
整
備
に
よ
る
公
共
用
水
域
の

保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。に

関
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
農
政

で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
県
の
産

地
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
紅
甘
夏
」

や
産
地
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

す
「
大
将
季
」、
そ
し
て
市
の
木

で
あ
る
「
ボ
ン
タ
ン
」
な
ど
の
産

地
保
全
を
図
る
た
め
、
苗
木
購
入

に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
平

成
28
年
度
に
事
業
採
択
を
受
け
た

阿
久
根
南
部
地
区
を
は
じ
め
、
各

地
域
の
要
望
に
つ
い
て
県
と
の
連

絡
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
有

利
な
事
業
を
活
用
し
て
更
に
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
桐
野
上
地
区
内

の
排
水
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
、
県
営
農
村
地
域
防
災
減

災
事
業
を
活
用
し
、
土
砂
崩
壊
防

止
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

一
方
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
や
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
を
活

用
し
て
、
水
路
・
農
道
な
ど
の
施

設
の
補
修
・
更
新
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
事
業
な

ど
を
活
用
し
た
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
積
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
の

営
農
講
座
や
青
壮
年
世
代
を
対
象

に
し
た
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
食

の
ま
ち
阿
久
根
」
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
事
業
と
し
て
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
」
を
実
施
し
、「
食
」
の
ま

ち
阿
久
根
の
「
う
ま
い
」
を
市
内

外
に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

畜
産
業
に
お
け
る
防
疫
対
策
に

つ
い
て
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
、
国
内
や
県
内
の
状
況
な
ど

も
注
視
し
な
が
ら
、
感
染
防
止
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
い
、
委

員
の
選
出
方
法
が
議
会
の
同
意
を

要
件
と
す
る
市
長
の
任
命
制
に
変

更
さ
れ
、
併
せ
て
、
新
た
に
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
農

業
委
員
会
の
主
た
る
使
命
で
あ
る

各
地
域
に
お
け
る
農
地
利
用
の
最

適
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
一
部

市
有
林
の
経
営
を
林
業
事
業
体
に

委
託
し
間
伐
の
推
進
を
図
る
な
ど

森
林
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
タ
ケ
ノ
コ
の
産
地

化
の
推
進
の
た
め
、
竹
林
改
良
促

進
事
業
、
作
業
道
急
坂
局
部
舗
装

事
業
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
農
林
産
物
の
被
害
軽

減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

適
正
か
つ
効
果
的
な
事
業
の
実
施

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
磯
焼
け
対
策
事
業
や
稚
魚
放

流
事
業
、
魚
価
の
安
定
化
に
資
す

る
鮮
度
保
持
対
策
事
業
や
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
種
苗
生
産
体

制
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
規
後
継
者
の
就
業

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、「
安
心
・

安
全
な
水
産
物
」
の
情
報
発
信
な

ど
魚
価
の
向
上
を
図
る
取
組
も
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
「
あ
く
ね
応
援
寄
附
金
特
産
品

返
礼
事
業
」
に
よ
る
寄
附
金
目
標

額
を
１
億
２
千
万
円
と
し
、
返
礼

品
の
拡
充
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
り
一

層
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

特
産
品
な
ど
の
販
路
拡
大
に
つ

い
て
は
、
商
談
会
や
物
産
展
な
ど

へ
の
出
展
支
援
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
都
市
部
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
、
阿
久
根
食
材
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
販
路
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

　

本
市
唯
一
の
高
校
で
あ
る
鶴
翔

高
校
で
は
、
特
色
あ
る
活
動
を
通

産
業

阿久根市の
平成 29年度の施策

市民交流センター…平成 30年中の完成を目指して円滑な事業の推
進に努めます。

阿久根駅前のロータリー整備…鹿児島県の「魅力ある観光地づく
り事業」に採択され、今春から本格的に工事が始まります。

旧国民宿舎施設…市の中核的な観光宿泊保養施設として再開を実現
するため、早期の事業者の選定を目指します。

昨秋に開催した大バーベキュー大会
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じ
て
、
こ
れ
ま
で
魅
力
あ
る
商
品

開
発
が
さ
れ
、
地
域
資
源
と
し
て

発
信
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
、
最
近
で
は
、
ジ
ビ
エ
料

理
に
も
取
り
組
み
、「
旨う
ん

鹿ま
か

コ
ン

フ
ィ
」
や
Ｊ
Ｒ
な
な
つ
星
in
九
州

で
も
提
供
さ
れ
て
い
る
「
旨
鹿
Ｇ

Ｉ
Ｂ
Ｉ
Ｅ
Ｒ
」
な
ど
の
新
商
品
も

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

こ
れ
ら
の
商
品
開
発
や
地
域
特
性

を
生
か
し
た
諸
活
動
を
引
き
続
き

広
く
支
援
し
て
、
次
代
を
担
う
人

材
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま

す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
戦
略
に
基
づ
き
、
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
や
受
入
環
境
整

備
な
ど
の
取
組
を
進
め
な
が
ら
、

食
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加
を
目
指
し
、「
食
の

ま
ち
阿
久
根
」
と
し
て
の
認
知
度

を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
は
、
明
治
維
新

１
５
０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ

り
、
鹿
児
島
県
全
体
で
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
本
市
に

お
い
て
も
、
維
新
の
立
役
者
の
一

人
で
あ
る
寺
島
宗
則
に
つ
い
て
、

郷
土
の
誇
り
と
し
て
歴
史
資
源
活

用
に
向
け
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

民
泊
に
つ
い
て
は
、
受
入
体
制

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
教
育
旅
行

の
受
入
れ
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
体
験
型
観
光
に
つ
い
て
も
、

農
林
水
産
業
関
係
者
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
５
月

の
「
は
な
＊
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
＊
華
ま
つ

り
」
を
「
み
ど
こ
い
春
ま
つ
り
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
夏

ま
つ
り
」「
秋
ま
つ
り
」
と
合
わ

せ
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
努
め

る
ほ
か
、
地
域
独
自
の
取
組
に
対

し
て
は
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

に
関
す
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
た
社
会
資
本
整
備
事

業
で
は
、
引
き
続
き
、
舗
装
修
繕

事
業
と
し
て
牧
内
桑
原
城
線
ほ
か

３
線
を
、
通
学
路
交
通
安
全
対
策

事
業
と
し
て
奥
木
場
線
ほ
か
１
線

の
カ
ラ
ー
舗
装
を
、
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
し
た
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
も
、

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
年
次
的
に
改
修
し
て
い

き
ま
す
。

　

道
路
の
新
設
改
良
事
業
に
つ
い

て
は
、
槝
之
浦
深
田
線
の
改
良
工

事
を
実
施
し
、
折
口
大
辺
志
線
で

は
、
引
き
続
き
、
用
地
購
入
と
立

竹
木
な
ど
の
補
償
お
よ
び
改
良
工

事
を
行
い
、
ま
た
、
不
動
下
線
で

は
、
用
地
購
入
と
立
竹
木
な
ど
の

補
償
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
尾
城
線
、
愛
宕
鼻
線
、
上
原

桐
野
線
の
改
良
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化

に
伴
う
市
街
地
の
公
園
の
遊
具
施

設
の
改
修
を
進
め
、
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
の
活
用
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
丸
地
区
の
都
市
下
水

路
整
備
に
よ
る
排
水
対
策
や
市
道

琴
平
浜
中
央
線
な
ど
の
歩
行
者
に

配
慮
し
た
道
路
整
備
も
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
阿
久

根
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
お

よ
び
国
道
３
８
９
号
を
中
心
と
し

た
脇
本
地
区
の
一
部
の
都
市
計
画

区
域
へ
の
編
入
と
、
現
在
の
都
市

計
画
区
域
の
境
界
を
道
路
や
河
川

な
ど
の
地
形
地
物
に
改
め
る
手
続

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ご
し
ま
国
体
の
ボ
ク

シ
ン
グ
競
技
会
場
と
し
て
予
定
さ

れ
て
い
る
総
合
体
育
館
の
周
辺
の

整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
駐
車

場
用
地
の
購
入
・
整
備
も
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
建
設

中
の
寺
山
住
宅
６
号
棟
は
、
本
体

工
事
終
了
後
、
屋
外
電
気
・
給
排

水
設
備
や
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を

行
い
、
平
成
29
年
度
中
の
入
居
に

向
け
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た

木
造
住
宅
の
解
体
の
ほ
か
、
計
画

的
な
改
修
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
春
畑
住
宅
で
は
、
簡
易
水

洗
化
を
実
施
し
環
境
の
整
備
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

土
木

阿久根市の
平成 29年度の施策

旧阿久根高校跡地…活用検討会議や市議会調査特別委員会におい
てさまざまなご意見やご提案をいただいたところであり、地域の全
体的な振興の一環としての活用方策について検討していきます。

「市長と語る会」…各地域において開催し、市民の皆さまから多様
なご意見をいただきたいと考えています。

職員の給与の削減…市長10％、副市長８％、教育長７％、一般職員
１％～５％までの平均3.1％となる給料削減を継続していきます。

鶴翔高校が開発した「旨鹿Ｇ
ジ ビ エ
ＩＢＩＥＲ」
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施
政
方
針
　

民
間
住
宅
の
防
災
・
環
境
保
全

に
つ
い
て
は
、
危
険
空
家
等
解
体

撤
去
事
業
や
民
間
木
造
住
宅
耐
震

事
業
、
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
防
災

力
の
一
層
の
強
化
に

向
け
、
消
防
車
両
や
資
機
材
の
計

画
的
な
整
備
・
更
新
を
進
め
る
と

と
も
に
、
消
防
団
員
の
安
全
確
保

の
た
め
の
装
備
の
改
善
を
図
る
ほ

か
、
消
防
団
員
幹
部
へ
の
教
育
訓

練
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、消
防
署
と
連
携
し
て
、

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
行
う
な

ど
、
救
命
率
の
更
な
る
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
ま
ず

教
育
行
政
で
は
、
総

合
教
育
会
議
を
通
し
て
教
育
委
員

会
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
教
育
施
策
大
綱
に
基
づ

き
、「
郷
土
の
教
育
的
伝
統
や
風

土
を
生
か
し
た
全
人
教
育
・
生
涯

教
育
の
推
進
に
努
め
る
」
こ
と
を

基
本
目
標
と
し
、
各
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
な
ど
に
よ
る
規

模
適
正
化
協
議
会
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
児

童
生
徒
の
教
育
環
境
や
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
基
礎

学
力
の
確
実
な
定
着
を
図
る
と
と

も
に
、
た
く
ま
し
い
気
力
・
体
力

に
満
ち
た
児
童
・
生
徒
の
育
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な

取
組
と
し
て
は
、
基
礎
学
力
の
定

着
度
を
さ
ら
に
高
め
る
教
科
学

習
、
道
徳
的
実
践
力
を
培
う
体
験

活
動
や
地
域
貢
献
活
動
、
そ
し
て

学
校
行
事
な
ど
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
取
り
入
れ
た
「
土
曜

授
業
」
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、

第
１
に
、「
心
の
教
育
」
の
推
進

お
よ
び
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
活
用
な
ど
に
よ
る
生
徒
指
導
上

の
諸
課
題
の
解
決

第
２
に
、
未
来
を
ひ
ら
く
「
阿
久

根
っ
子
」
事
業
に
よ
る
体
験
活
動

の
充
実
や
児
童
・
生
徒
の
見
守
り

活
動
な
ど
に
よ
る
支
援

第
３
に
、
き
め
細
か
な
指
導
な
ど

の
た
め
の
教
育
支
援
教
員
な
ど
の

配
置

の
３
点
に
つ
い
て
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

な
が
ら
、
生
涯
学
習
推
進
体
制
の

機
能
強
化
、
学
習
機
会
の
拡
充
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
市
民
誰
も
が
学
習
の

成
果
を
活
用
で
き
る
機
会
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
芸

術
・
文
化
活
動
の
普
及
と
向
上
に

努
め
、
郷
土
芸
能
や
文
化
財
の
保

存
・
活
用
を
図
り
、
文
化
の
薫
り

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
健
康
増
進
、
体
力
お

よ
び
競
技
力
の
向
上
を
目
的
と

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る

推
進
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
各

種
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
開
催
の

か
ご
し
ま
国
体
に
向
け
て
、
選
手

の
育
成
や
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
開
催

予
定
地
と
し
て
の
体
制
づ
く
り
、

そ
し
て
、
基
金
の
造
成
な
ど
に
よ

る
運
営
準
備
や
施
設
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安

心
・
安
全
で
栄
養
豊
か
な
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
お
い
し
い
学
校
給

食
」を
供
給
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

食
の
安
全
確
保
に
一
層
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。に

つ
い
て
、
安
全
で

良
質
な
水
道
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
と
い
う
使
命
の

も
と
、
市
民
生
活
の
根
幹
を
な
す

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
と
生
活
環

境
の
向
上
を
目
指
し
、
効
率
的
な

管
理
運
営
と
健
全
経
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

消
防

教
育

水
道

阿久根市の
平成 29年度の施策

「介護長寿課」を新設、生きがい対策課を「福祉課」へ改称
介護保険法の改正による介護に係る地域支援事業の拡充に対応する
ため「介護長寿課」を新設します。また、生きがい対策課を「福祉
課」へ改称し、各種課題に応じた係の新設なども行います。

防災体制の強化…「自助」「共助」「公助」を基本とした防災意識の
向上をさらに図るとともに、状況に即応する防災体制の整備に努め
ます。また、原子力防災についても、避難計画などの周知に努めます。
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上
水
道
事
業
で
は
、
第
６
次
拡

張
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
水
道
施

設
の
安
全
管
理
体
制
が
整
い
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
老
朽
管
の
更
新

を
行
い
、
安
定
供
給
の
体
制
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

事
業
の
統
合
計
画
な
ど
に
従
い
、

脇
本
地
区
、
大
川
・
尻
無
地
区
に

続
き
黒
之
瀬
戸
地
区
の
整
備
が
平

成
28
年
度
に
完
了
予
定
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
平
成
29
年
度
は
中
部
地

区
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

以
上
、
市
政
の
推
進
に
当
た
っ

て
の
所
信
を
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
平
成
29
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
、

ま
い
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の「
種
」

を
大
切
に
育
て
、「
花
」を
咲
か
せ
、

や
が
て「
実
」を
結
ぶ
よ
う
に
、「
笑

顔
と
夢
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、

「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」　

　

―
志
を
高
く
掲
げ
―

「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

　

―
情
熱
を
も
っ
て
愚
直
に
―

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

　

―
思
い
を
寄
せ
合
い
―

な
が
ら
、
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
は
、
日
々
に
変
動
が

著
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
に
あ
っ
て
、
私
は
、
い
た
ず

ら
に
時
流
に
流
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
未
来
を
見
据
え
、
こ
の
こ
と

を
ま
ち
づ
く
り
の
「
要
訣
」
と
し

て
常
に
心
に
置
い
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
お
一

人
お
ひ
と
り
に
「
夢
」
と
「
希

望
」
が
広
が
り
、「
笑
顔
」
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
ひ

た
む
き
に
歩
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

　

議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
の

方
針
と
し
ま
す
。

平成 29年度当初予算額（案）
【一般会計】

１１０億 1000 万円
【特別会計】

７７億 8860 万円

市民の皆さまお一人おひと
りに「夢」と「希望」が広
がり、「笑顔」があふれる
まちの実現に向け、ひたむ
きに歩を進めていきます

　平成 29年度の予算は、市民福祉の増進と
持続可能な自治体経営を図るため、マニフェ
ストや総合戦略に基づき、地方創生に向けた
取組を本格的に進めていくことを目指し編成
しました。
共生のための「つながり」の支援
　児童発達支援センター「こじか」の運営の
充実を図るとともに、地域づくり活動の支援
を継続するなど、家族と地域の「つながり」
を大切にします。
産業振興、地域活性化による「にぎわい」
の創出
　新たな就農者や漁業後継者の確保を目指
し、就業支援に取り組みます。また、「食の
まち阿久根」をＰＲするバーベキュー大会や
移住定住の促進に向けた支援を引き続き行い
ます。
地域資源や地域文化の「育み」の充実
　「阿久根ブランド」の確立や平成 32年に
開催される国民体育大会に向けたスポーツの
振興を進めていきます。
共助のための子育て環境の整備、健康
の増進など
　子ども医療費の無料化や放課後児童クラブ
の運営などを引き続き実施し、学校施設の整
備なども進めていきます。
「その先へ」のための公共インフラなど
の整備
　住環境の整備、道路の維持修繕、改良を計
画的に進めます。また、国の交付金を活用し、
災害時の避難経路となる道路や橋りょうの整
備にも取り組んでいきます。
行財政改革の推進や人材の活用などの
取組
　職員給与等の独自削減の継続など経費の節
減に努めます。県との人事交流や国の地方創
生人材支援制度、地域おこし協力隊の活用な
どにより、人材育成を図り、豊かな故郷を確
実に将来に引き継ぐ体制を目指していきま
す。

7 Akune



　

２
月
13
日
、
第
一
回
臨
時
市
議
会
が

開
か
れ
、
阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
建
設
工
事
に
か
か
る
契
約
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
本
体
工
事
は
、阿
久
根
・

タ
イ
セ
イ
・
前
田
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
、
ま
た
、
舞
台
設
備
工
事
は

㈱
サ
ン
ケ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
福

岡
市
）
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成
後
、
既
存

の
市
民
会
館
の
解
体
を
行
い
、
平
成
30

年
度
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
当
初
の
計
画
か

ら
縮
小
の
た
め
の
設
計
の
見
直
し
を
行

い
、
昨
年
９
月
末
に
設
計
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

設
計
で
は
、
床
面
積
３
２
２
９
㎡
、

ホ
ー
ル
の
席
数
は
５
４
１
席
（
バ
ル
コ

ニ
ー
席
含
む
）、
交
流
室
兼
会
議
室
は

５
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
５
７

　

山
本
幸
三
地
方
創
生
担
当
大
臣
が
１

月
29
日
、
本
市
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

脇
本
の
牛
舎
を
視
察
さ
れ
た
後
、
に

ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
で
西
平
良
将

市
長
や
関
係
者
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

西
平
市
長
は
、
駅
を
活
用
し
た
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
鶴
翔
高
校
の
商
品
が
Ｊ
Ｒ

九
州
豪
華
寝
台
列
車
「
な
な
つ
星
」
で

提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、「
市
が
誇
る
農
林
水
産
物
や
観
光

資
源
を
生
か
し
、
産
官
学
金
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
総
合

戦
略
に
基
づ
い
た

地
方
創
生
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

平
成
32
年
に
開
催
予
定
の

第
75
回
国
民
体
育
大
会
（
燃

ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
）

の
開
催
に
向
け
２
月
14
日
、

市
民
会
館
で
「
第
75
回
国
民

体
育
大
会
阿
久
根
市
準
備
委

員
会
設
立
総
会
（
西
平
良
将
会
長
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
各

界
の
代
表
者
の
方
が
参
加
の
も
と
、
設

立
趣
旨
の
承
認
や
会
則
の
決
議
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
準
備
委
員
会
で
は
、

今
後
、
円
滑
な
大
会
運
営
が
で
き
る
よ

う
準
備
業
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
市
で
は
、
正
式
競
技
と
し

て
ボ
ク
シ
ン
グ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　

�

準
備
委
員
会
事
務
局
（
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
内
）

　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
４
６
４
９

阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

建
設
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す

山
本
地
方
創
生 

担
当

大
臣
が
本
市
を
視
察

国
体
の
開
催
に
向
け
て

準
備
委
員
会
を
設
立

山本幸三地方創生担当大臣（右から２
人目）、西平良将市長（中央）、小林洋
子鹿児島県副知事（左から２人目）
＝にぎわい交流館阿久根駅

準備委員会設立総会の様子

←国体の
　シンボルマーク
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阿久根市政
ニュース
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２
月
18
日
と
19
日
、
首
都
圏
を
中
心

に
全
国
展
開
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発

の
食
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｄ
Ｅ

Ａ
Ｎ
＆
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
デ
ィ
ー
ン

ア
ン
ド
デ
ル
ー
カ
）」
を
招
き
、
阿
久

根
の
食
材
を
使
っ
た
総
菜
の
販
売
や
、

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
、
料
理
教
室
な
ど

を
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

市
と
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
、
エ

フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
連
携
し
実
現
し

た
企
画
で
、
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＆
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｕ

Ｃ
Ａ
が
地
方
で
出
品
す
る
の
は
本
市

が
国
内
初
で
す
。

　

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
ボ
ン
タ
ン

の
サ
ラ
ダ
、
シ
カ
肉
の
ロ
ー
ス
ト
、

阿
久
根
パ
エ
リ
ア
な
ど
お
し
ゃ
れ
な

メ
ニ
ュ
ー
10
品
が
並
び
、
来
場
者
の

お
な
か
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
書
類
選

考
を
通
過
し
た
10
品
が
審
査
さ
れ
、

く
り
ぬ
い
た
ボ
ン
タ
ン
に
、
そ
の

果
汁
を
し
ぼ
っ
た
酢
飯
を
詰
め
、

き
び
な
ご
を
あ
し
ら
っ
た
す
し

を
作
っ
た
岩
本
伸
子
さ
ん
（
本
市

波
留
在
住
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

料
理
教
室
で
は
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
シ
ェ
フ
の
境
哲
也
さ
ん
が
、
阿
久

根
の
食
材
で
作
る
料
理
の
ポ
イ
ン
ト

や
調
味
料
の
合
わ
せ
方
な
ど
自
宅
で

ま
ね
し
た
く
な
る
プ
ロ
の
技
を
披
露

し
、
参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
学
ん

で
い
ま
し
た
。

　

駅
舎
の
外
で
開
か
れ
た
「
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
は
、「
大
将
季
」
や

野
菜
な
ど
特
産
品
が
販
売
さ
れ
、
多
く

の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
と
５
日
、
東
京
有
楽
町

に
あ
る
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
か

ご
し
ま
遊
楽
館
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

ボ
ン
タ
ン
や
大
将
季
な
ど
の
か
ん
き

つ
類
や
早
堀
り
タ
ケ
ノ
コ
、
豚
味
噌
、

ジ
ビ
エ
な
ど
阿
久
根
自
慢
の
特
産
品

を
販
売
し
、
多
く
の
買
い
物
客
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
西
平
良
将
市
長
は

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
来
場
者

や
訪
れ
た
関
東
在
住
の
市
出
身
者
に

特
産
品
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
と
23
日
に
、
水
産
物
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
14
回
「
シ
ー
フ
ー

ド
シ
ョ
ー
大
阪
」
と
国
産
農
産
物
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
10
回
「
ア
グ
リ
フ

ー
ド
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
大
阪
２
０
１
７
」
が

同
時
開
催
さ
れ
、
参
加
し
ま
し
た
。

西
日
本
最
大
級
の
展
示
商
談
会
で
、

全
国
か
ら
多
く
の
出
展
者
が
集
ま
り

盛
況
で
し
た
。
西
平
良
将
市
長
は
訪

れ
た
バ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
積
極
的
に

阿
久
根
の
食
材
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

阿
久
根
の
お
宝
食
材
フ
ェ
ア
～
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＆
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｕ
Ｃ
Ａ
in
あ
く
ね
～

初
開
催
も
多
く
の
来
場
客
で
大
好
評
！

都
心
に
向
け
阿
久
根
を
Ｐ
Ｒ

あ
く
ね
マ
ル
シ
ェ
in
東
京
開
催

阿
久
根
の
魚
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

全
国
規
模
の
展
示
商
談
会
に

参
加

総菜の販売

料理教室

グリーンマーケット

料理コンテストで最優秀賞
「キビナ GO!GO!Bontan zushi」（岩本伸子さん作）



　

１
月
29
日
、
市
内
の
農
家
で
構
成
す

る
「
あ
く
ね
体
験
ツ
ア
ー
ズ
」（
白
濵

和
利
会
長
）
が
、
農
業
体
験
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
農
業
を
通
し
て
本
市

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
目
的
で
、
昨

年
度
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
す
。

　

ツ
ア
ー
に
は
市
内
外
か
ら
42
人
の
参

加
が
あ
り
、県
の
重
点
品
目
で
あ
る「
大

将
季
」や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
収
穫
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。ま
た
、

昼
食
に
は
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
方
々

が
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
振
る

舞
い
、
参
加
者
は
阿
久
根
の
食
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
祖
父
母
と
一
緒
に
参

加
し
た
小
学
５
年
生
の
前
田
愛
莉
さ
ん

は
「
収
穫
は
ど
れ
も
初
め
て
で
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
家
族
み
ん
な
で
お
い
し

く
食
べ
た
い
」
と
満
足
げ
に
話
し
ま
し

た
。

　

２
月
19
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
約
３
２
０
人
が

健
康
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
動
脈
硬
化
予
防
に
関
す
る

講
演
会
で
は
、
鹿
児
島
大
学
の
心
臓
血

管
・
高
血
圧
内
科
学
教
授
の
大
石
充
先

生
が
「
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
普
段
か
ら
正
し
い
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
、
食
事
や
運
動
な
ど
に

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
在
宅
医
療
に
関
す
る
講
演

会
で
は
、（
公
財
）
慈
愛
会
の
介
護
老

人
保
健
施
設
「
愛
と
結
の
街
」
施
設
長

の
黒
野
明
日
嗣
先
生
が
「
死
は
誰
に
で

も
訪
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、『
い
い
最

期
』
を
迎
え
る
に
は
そ
れ
ま
で
の
過
ご

し
方
が
大
事
。
本
人
の
意
思
を
理
解
で

き
る
よ
う
家
族
や
関
係
者
な
ど
が
寄
り

添
っ
て
よ
い
関
係
を
築
い
て
お
く
と
よ

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
、
公
平
委
員
会
の
委
員
に

選
任
さ
れ
た
濱
﨑
ゆ
か
り
さ
ん
に
、
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
平
良
将
市
長
は
辞
令
を
交
付
し
た

後
、「
公
平
委
員
は
、
地
方
公
務
員
法

に
基
づ
き
、
職
員
の
勤
務
条
件
な
ど
に

関
す
る
要
求
を
審
査
・
判
定
す
る
重
要

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
や
知
識
を
も
と
に
、
専
門
的

な
立
場
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

濱
﨑
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
33
年
２

月
28
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

「
市
民
健
康
講
座
」
開
催

公
平
委
員
会
の
委
員
を

選
任

大将季を収穫し、にっこり笑顔

大石充先生

黒野明
あ

日
す

嗣
つぐ

先生

大
将
季
や
野
菜
収
穫
を
体
験

42
人
が
ツ
ア
ー
を
満
喫
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２
月
16
日
、
市
の
自
主
文
化
事
業
と

し
て
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

来
場
者
約
３
０
０
人
が
コ
ン
サ
ー
ト
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
の
は
北
海
道
を

拠
点
に
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
「
北
海
道

歌
旅
座
」
の
方
々
で
、
昭
和
の
ヒ
ッ
ト

曲
を
圧
倒
的
な
歌
唱
力
で
約
２
時
間
歌

い
上
げ
、
１
曲
歌
い
終
え
る
ご
と
に
来

場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
終
了
し
て
も
余
韻
に

浸
り
、口
ず
さ
む
来
場
者
も
い
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、

市
女
性
団
体
連
絡
会
主
催
（
髙
村
和
惠

会
長
）
で
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会

の
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
、

サ
ン
サ
ン
ミ
セ
ス
大
会
は
19
回
目
、
女

性
大
会
は
28
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

阿
久
根
商
工
会
議
所
女
性
会
や
大
漉

集
落
虚
無
僧
踊
り
保
存
会
に
よ
る
活
動

発
表
が
行
わ
れ
た
後
、
モ
デ
ル
や
女
優

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
秋
川
リ
サ
さ

ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
秋
川
さ
ん

は
、
自
身
の
母
親
を
介
護
し
た
体
験
談

を
冗
談
も
交
え
て
語
り
、
来
場
者
は
う

な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
黒
之
浜
婦
人
会
が
大
会
宣

言
を
行
い
、
盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
地
域
や
産
業
・
商
工
業
活

性
化
の
た
め
、
地
域
や
企
業
な
ど
の
魅

力
を
引
き
出
し
、
情
報
を
効
果
的
に
活

用
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
「
地
域
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
講
座

（
講
師
は
、
合
同
会
社
ア
ー
ス
ボ
イ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
社
員
の
榎
田
竜
路

さ
ん
）」
を
昨
年
度
に
続
き
今
年
度
も

開
催
し
ま
し
た
（
今
年
で
３
回
目
）。

　

２
月
11
日
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久

根
駅
で
、
受
講
生
と
鶴
翔
高
校
食
農
研

究
部
が
制
作
し
た
映
像
作
品
の
発
表
が

行
わ
れ
、
関
係
者
約
50
人
が
鑑
賞
し
ま

し
た
。
作
品
は
、
受
講
生
同
士
が
ペ
ア

を
組
み
、
お
互
い
の
会
社
の
仕
事
や
人

物
な
ど
に
関
す
る
物
語
を
、
映
画
の
手

法
に
よ
り
、
写
真
と
文
字
と
音
声
を

使
っ
て
約
２
分
間
に
ま
と
め
た
映
像
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
品
は
、
過
去
の
受
講
生
の
作
品
も

含
め
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
満
喫

阿
久
根
市
サ
ン
サ
ン
ミ
セ
ス
大
会
・

阿
久
根
市
女
性
大
会
を
開
催

モ
ノ
の
見
方
を
変
え
、
地
域
資
源
の
再
認
識
を

「
地
域
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
講
座
」
作
品
発
表

◇受講生の方々（敬称略、かっこ内は所属先）
・松元 薫久（café ハモニカン）
・西原口 千弘（赤瀬川六尺棒踊り保存会）
・川北 晃大（株式会社福田企画）
・牟田 芙悠里（有限会社牟田建設）
・松本 すみれ（山口紙店）
・蓑田 栄作（鶴翔高校（教諭））
・山口 美枝（鶴翔高校（教諭））
・岩崎 伊緒里、仁多田 あすか、福崎 望（鶴翔高校）
・森枝 洋貴（市商工観光課）
・千年原 茜（阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」）

阿久根市政
ニュース

講演する秋川さん
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「
第
25
回
阿
久
根
市
生
涯
学
習
フ
ェ

ア
」
が
２
月
５
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
で
は
、
社
会
体
育
の
功
労
や

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
さ
れ
た
方
々
の

功
績
に
対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
小
・

中
学
校
弁
論
大
会
で
、
市
長
賞
を
受
賞

し
た
田
代
小
６
年
の
楠
田
ほ
な
み
さ
ん

と
議
長
賞
を
受
賞
し
た
阿
久
根
中
３
年

の
尾
上
綾
海
さ
ん
が
、
自
分
の
考
え
を

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
生
涯
学
習
講
座
で
「
ハ
ー

モ
ニ
カ
講
座
」
を
受
講
し
て
い
る
13
人

が
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
優
し
い
音
色
で

数
々
の
名
曲
を
奏
で
て
会
場
を
魅
了
し

た
後
、
出
水
高
校
２
年
の
大
田
す
み
れ

さ
ん
が
「
鹿
児
島
県
青
少
年
海
外
ふ
れ

あ
い
事
業
・
香
港
交
流
コ
ー
ス
」
に
参

加
し
て
、
海
外
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ア
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
ち
づ
く
り
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
か
ご

し
ま
探
検
の
会
」
代
表
理
事
の
東
川
さ

ん
が
阿
久
根
の
明
治
維
新
に
つ
い
て
約

１
時
間
講
演
し
、
来
場
者
は
楽
し
そ
う

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。　

東
川
さ
ん
は
、
現
在
見
つ
か
っ
て
い

る
資
料
の
分
析
か
ら
、
西
郷
隆
盛
は
阿

久
根
に
９
回
は
来
て
い
た
こ
と
を
紹
介

し
、
今
後
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
影

響
で
新
た
な
資
料
が
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
西
南
戦
争
で
桑
原
城
地
区
が

戦
地
に
な
っ
た
こ
と
や
脇
本
出
身
の
寺

島
宗
則
は
外
務
卿
の
ほ
か
文
部
卿
も
務

め
た
こ
と
な
ど
ク
イ
ズ
形
式
で
紹
介

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
は
明
治
維
新
１
５
０
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
鹿
児
島
県
内
各
地
で
気
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
式
、
活
動
発
表
、
講
演
…

平
成
28
年
度

阿
久
根
市

生
涯
学
習
フ
ェ
ア

西
郷
隆
盛
は
阿
久
根
に
９
回
来
て
い
た

東
川
隆
太
郎
さ
ん
が

阿
久
根
の
歴
史
を
楽
し
く
紹
介

展示

講演

活動発表

阿
久
根
は
歴
史
が
深
く

お
も
し
ろ
い

市民憲章を読み上げる
大川中２年　牟礼優太朗君
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氏　　名 ご功績・実績など

新坂　典久
永きにわたり阿久根市の剣道の普及や振興、青少
年の健全育成に尽力されており、平成21年度か
ら剣道協会会長として後身の指導・発展に大きく
貢献している。

大田　豊茂
阿久根市水泳スポーツ少年団の指導者として、こ
れまで全国大会をはじめ各種大会に出場する多く
の選手を育てており、少年少女の健全育成や水泳
の普及に貢献している。

尾塚　愛実
第３回デフバレーボール世界選手権アメリカ大会

（ワシントンDC）出場／チーム成績：第４位、ベ
ストスコアラー賞獲得。阿久根中学校・鶴翔高等
学校卒。

 
　

最
後
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
か
ご
し
ま
探
検
の

会
」
代
表
理
事
の
東
川
隆
太
郎
さ
ん
が

「
阿
久
根
の
明
治
維
新
１
５
０
年
」
と

題
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
テ
ン
ポ
の
い

い
講
演
を
行
い
、
参
加
者
は
最
後
ま
で

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ロ
ビ
ー
で
は
書
道
や
手

芸
な
ど
生
涯
学
習
講
座
で
の
作
品
展
示

や
高
齢
者
学
級
の
紹
介
が
あ
り
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
作
品
の
数
々
を
参
加
者

は
思
い
思
い
に
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
式
で
受
賞
さ
れ
た
方
々

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

氏名・種目 ご功績・実績など
山口龍太郎
野球

阿久根市立阿久根中学校
第47回日本少年野球選手権大会に出場

橋崎　健太
ボクシング

学校法人東福岡学園東福岡高等学校（阿
久根中学校卒）
第27回全国高等学校ボクシング選抜大
会兼JOC ジュニアオリンピックカップ
平成28年度全国高等学校総合体育大会
に出場（ライト級）

米丸　響
ボクシング

鹿児島県立出水工業高等学校（阿久根中
学校卒）
平成28年度全国高等学校総合体育大会
に出場（ライトフライ級）

西田　海音
ボクシング

阿久根市立阿久根中学校（阿久根小学校
卒）
第５回全日本ＵＪボクシング大会に出場
46㎏級

米丸　幹汰
ボクシング

阿久根市立阿久根中学校（阿久根小学校
卒）
第５回全日本ＵＪボクシング大会に出場
30㎏級

阿久根陸上
スポーツ少年団
陸上

日清食品カップ第19回全国小学生クロ
スカントリーリレー研修大会に出場

大川中学校
（大川プライド RPG）
ダンス

第４回全国リズムダンスふれあいコン
クール全国大会に３年連続出場

表彰

◆阿久根市社会体育功労者表彰

氏名・種目 ご功績・実績など

西　風夏
バレーボール

鹿児島市立鹿児島女子高等学校（阿久根中学校卒）
第69回全日本バレーボール高等学校選手権大会
第71回国民体育大会いわて国体出場
高校2016女子バレーボール大会出場

坂元　瑠菜
陸上

阿久根市立阿久根小学校
第32回全国小学生陸上競技交流大会に出場
５年女子100ｍ

田野井　惇
陸上

阿久根市立阿久根小学校
第32回全国小学生陸上競技交流大会に出場
共通女子ジャベリックボール投げ

尾上　礼夏
陸上

阿久根市立折多小学校
第32回全国小学生陸上競技交流大会に出場
共通女子80ｍハードル

馬見塚大樹
陸上

鹿児島県立出水高等学校（阿久根中学校卒）
平成28年度全国高等学校総合体育大会陸上競技
大会に出場／走り幅跳び

森　海翔
陸上

鹿児島県立鶴翔高等学校
平成28年度全国高等学校総合体育大会陸上競技
大会に出場／ 1500ｍ

大尾　脩也
バスケットボール

学校法人川島学園れいめい高等学校（阿久根中学
校卒）
平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケッ
トボール競技大会
第47回全国高等学校バスケットボール選抜優勝
大会出場

石澤凜汰郎
野球

学校法人時任学園樟南高等学校（鶴川内中学校卒）
第98回全国高等学校野球選手権大会に出場

◆体育協会優秀選手・団体表彰

阿久根
市政ニュ

ース
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　２月４日・５
日、 市 の 厳 選
食 材 を 販 売 す
る ｢あくねマル
シェ｣ が東京有
楽町の「かごし
ま遊楽館」で開
催され、３年Ａ
組シリーズの加

工品販売と市のＰＲを行いました。食品技術科２年
生の田中裕也君（米ノ津中出身）と福嵜望さん（鷹
巣中出身）が「プレミアム豚みそ」や「旨鹿コンフィ」
などを、商品のセールスポイントをしっかりと説明し
ながら、ていねいな接客で販売しました。
　二人は「東京のお客さまに『プレミアム豚みそ』
を絶賛してもらい、うれしいです｣ と話しました。
阿久根の生産者・都内在住の ｢アクネ大使｣ の皆さ
んと交流することで、人脈を広げることもできたよ
うです。

　３月１日、鶴翔高等学校第 10 回卒業式が行われまし
た。坂口新一校長は、｢社会では学校とは異なり、さま
ざまなことが起きる。挑戦し続ければ必ず道は開ける。
周りの人への感謝の気持ちを忘れずに立派な社会人に
なってほしい｣ と卒業生を激励しました。卒業生代表の
榮悠大君（喜界中出身）は ｢鶴翔高校での経験の一つ一
つが私たちを成長させてくれた。家族や先生方、多くの
方々の支えや愛情のおかげでここまでたどり着けた。鶴
翔高校で学んだことを生かしながら頑張っていきたい｣
とこれからの意気込みを語りました。

「３年Ａ組シリーズ」東京で大好評 「鹿児島県共生・協働型地域コミュニティ
  づくり推進」優秀賞 ( 学校部門）受賞！

23
阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」。
そこで過ごす生徒の活躍を紹介します。

鶴翔高校第 10 回卒業式

希望を胸に、
思い出いっぱいの学びやを旅立ちました

　これまでの地域協働による商品開発や県内外の
催事での地域ＰＲ活動、プランターによる地域の
緑化、部活動における地域連携など、地域と密接
に関わり、「まちのにぎわいづくり」に対する貢
献度を評価され、同コンテス
トにおいて優秀賞を受けまし
た。県知事から日ごろの取り
組みが評価され、生徒たちの
励みになったようです。
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「
阿
久
根
の
ボ
ン
タ
ン
を
も
っ
と

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
日
ご
ろ
か
ら
そ
う
強
く
願
う
ボ

ン
タ
ン
生
産
者
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
「
Ｂ

（
ボ
ン
タ
ン
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
風
呂
の
日
の
２
月
26

日
、
鹿
児
島
市
の
12
カ
所
の
温
泉
施
設

の
湯
に
阿
久
根
の
ボ
ン
タ
ン
を
浮
か
べ
、

思
っ
た
以
上
に
多
く
の
方
に
喜
ば
れ
ま

し
た
。

　

鹿
児
島
市
で
温
泉
施
設
を
経
営
し
、

大好評！「風呂の日」イベント
鹿児島市内の温泉に
ボンタン浮かべ阿久根をＰＲ

26（ふろ）

地域おこし協力隊レポート
　　　　　　　　山田利宏隊員

海の恵みの塩湯で
心も体もほんわか
阿久根の温泉
　阿久根の温泉は、明治 45 年に
中村静興が温泉開削に成功したの
が始まりといわれています。
　ラドン含有量の多い強食塩泉の
湯が湧出し、人々から「塩湯」と
して親しまれています。
　温泉につかると、良好な泉質に
よって心と体が癒され、阿久根の
自然の恵みを感じることができま
す。さらに、冬になれば市の特産
であるボンタンを湯船に浮かべる
温泉施設もあり、爽やかなかんき
つの香りに包まれた心地よい空間
を楽しむことができます。
　阿久根ならではの塩湯を楽しみ、
日常生活で疲れた心と体をリフ
レッシュしませんか。

か
わ
い
い
ボ
ン
タ
ン
に
は

　
　
　
　
　
　
旅
を
さ
せ
よ

↓阿久根温泉で談笑するＢプロジェクトメンバー

地域おこし協力隊
フェイスブックページ

あくね市
地域おこし協力隊

あくね日和 細
原
裕
香
隊
員
が

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
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同
県
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

の
原
田
孝
造
専
務
理
事
か
ら
「
ボ
ン
タ

ン
を
湯
に
浮
か
べ
て
お
客
さ
ん
を
楽
し

ま
せ
た
い
」
と
旧
知
の
仲
で
あ
る
本
市

の
原
田
正
美
教
育
長
に
相
談
が
あ
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
、

原
田
教
育
長
か
ら
教
え
子
で
あ
る
Ｂ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
中
村
昭
雄
さ

ん
に
連
絡
が
あ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

実
現
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
温
泉
施
設
の

方
や
お
風
呂
に
入
っ
た
お
客
さ
ま
か
ら
、

ボ
ン
タ
ン
が
湯
に
浮
か
ん
で
い
る
こ
と

で
「
癒
さ
れ
た
」「
懐
か
し
い
」
と
い

う
声
を
多
数
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
験
的
に
２
カ
所
の
温
泉
施

設
内
で
ボ
ン
タ
ン
販
売
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
す
ぐ
に
売
れ
た
り
、
ま
た
、
他

の
施
設
か
ら
も
販
売
し
た
い
と
い
う
要

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
実
施
と
い
う
こ
と
で
、

十
分
な
時
間
が
と
れ
ず
、
細
か
い
と
こ

ろ
へ
の
配
慮
不
足
や
反
省
点
・
課
題
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
生
産
者
た
ち
が

協
力
し
、
阿
久
根
の
ボ
ン
タ
ン
を
鹿
児

島
市
で
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
意

義
だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　
「
継
続
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」

と
話
さ
れ
る
浴
場
組
合
の
原
田
専
務
と

今
後
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
ボ
ン
タ
ン

を
は
じ
め
阿
久
根
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

かんきつ類の中でも大きなボンタンをお湯に浮
かべ、来てくれたお客さんに楽しんでもらいたく
て思いつき、阿久根の方々に相談したところ、実
現することができました。鹿児島市内 12 の温泉
施設で実施したところ、どこもお客さんの反応は
とても良いようです。今後も継続し、もっといい
イベントにしていけるよう検討していきたいです。

鹿児島県公衆浴場業
生活衛生同業組合専務

原
はら

田
だ

  孝
こう

造
ぞう

さん（67）

ボンタン生産農家でつ
くるグループ『ボンタ
ンプロジェクト』会長

盛
もり

永
なが

  宏
ひろ

史
ふみ

さん（50）

ボンタンの将来を考え、今回初めて実施してみ
たところ、ボンタンのＰＲや新たな販路拡大の
糸口が見え、十分な手応えを得られました。そ
の中で出た反省点をプロジェクトメンバーで
しっかり検証し、若い方から高齢者の方までボ
ンタンを知ってもらえるよう、引き続き活動し
ていきたいです。

INTERVIEW
12 カ所の温泉施設で阿久根のボンタン

がプカプカと浮き、お客さまを楽しま

せていました♪

「また次回も楽しみにしています」と

温泉施設の方も大よろこび！

ボンタンの販売を２カ所実施。

購入する方や、販売したい施設が

多かったです。
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介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す

　

総
合
事
業
は
市
独
自
の
基
準
で
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
新
し
い
介
護
予
防
事

業
で
す
。
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ

る
な
ど
介
護
予
防
や
生
活
支
援
が
必
要

な
方
が
利
用
で
き
る
「
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
、
65
歳
以

上
の
す
べ
て
の
高
齢
者
が
利
用
で
き
る

「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
た
「
介
護
予
防

訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）」
と
「
介
護

予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」

は
そ
れ
ぞ
れ
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」
と

「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
提
供

さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
認
定
で
要
支
援
１
・
２
の

方
に
つ
い
て
、
新
制
度
は
、
認
定
期
間

の
開
始
日
が
４
月
１
日
以
降
の
方
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
状
態
に
よ
っ
て
、

要
支
援
１・
２
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
新
制
度
の
対
象
者
は
、
認
定

開
始
日
が
４
月
１
日
以
降
の
方
で
す

※
問
い
合
わ
せ
先

　
・
健
康
増
進
課 

介
護
保
険
係

　
　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
９

　
・
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
７
２

従
来
ど
お
り
か
内
容
を
見
直
し
た
サ
ー

ビ
ス
（
緩
和
型
サ
ー
ビ
ス
）
か
を
、
認

定
更
新
後
に
決
め
て
い
き
ま
す
。

◇�

訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）
や
通
所
介

護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
だ
け
を
利
用

す
る
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
の
申
請
や

調
査
の
内
容
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

◇�

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
は
、

ほ
と
ん
ど
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
の
名
称
が
変
わ
る
た
め
、

事
業
所
と
新
た
に
契
約
を
結
ん
で
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇�

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
作
成
す
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
や
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
か
か

る
過
程
な
ど
が
簡
略
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
今
ま
で
全
国
一
律
で
提
供
さ
れ
て
い
た

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、「
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
）」

と
「
介
護
予
防
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」
が
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
総
合
事
業
）

と
し
て
提
供
さ
れ
ま
す
。

介護予防サービス（国の基準）
◆対象者　要支援 1・2 の介護認定者
・訪問リハビリ
・通所リハビリ
・訪問看護
・ショートステイ
・住宅改修
・福祉用具貸与、販売

総合事業（市の基準）
〇介護予防・生活支援サービス事業
◆�対象者　要支援 1・2 の介護認定者または

基本チェックリストで生活機能の低下が
見られた方

・訪問型サービス
・通所型サービス
〇一般介護予防事業
◆対象者　65 歳以上のすべての高齢者

介護予防サービス（国の基準）
◆対象者　要支援 1・2 の介護認定者
・訪問介護（ヘルパー）
・通所介護（デイサービス）
・訪問リハビリ
・訪問看護
・通所リハビリ
・ショートステイ
・福祉用具貸与、販売
・住宅改修

訪問介護（ヘルパー）
　日常的な家事援助（掃除、洗濯、調理、
買物など）、身体介護（服薬管理、入浴
の見守り、食事介助など）

通所介護（デイサービス）
　施設などで、食事や入浴などの日常生
活上の支援や生活行為向上のための支
援、リハビリなど

要支援１・２の認定
を受けている方 「ヘルパー」と「デイサービス」が市の事業へ移行

　総合事業だけを利用する場合、これま
でどおり介護認定を受ける方法の他に、

「基本チェックリスト」を使い、心身の
状態を確認し、自分に合ったサービスを
選択する方法があります。これによって、
決定されるまでの期間
が短くなり、より迅速
なサービス利用ができ
ます。

改正前 改正後（平成29年 4月 1日〜）

からの
お知らせ
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都市計画区域内の建築物の規制について
※問い合わせ先
　都市建設課 建築係　 ☎ 0996-73-1198

接道義務

用途地域、建ぺい率、容積率
の制限

※道路が、がけ、川、線路敷地な
どに面し、それ以上拡幅できない
場合は広げられる方向に４ｍ以上
確保しなければなりません。

高さ制限

　都市計画区域内に、新築や 10㎡を超えた増築、改築、移転
をする建築物は全て【確認申請書の提出】が必要です。
　また、都市計画区域内の建築物には主に次のような規制が
あります。このほかにもさまざまな制限がありますので、詳
しくはお問い合わせください。

・�　原則として、建築物の敷地は幅４ｍ以上の道路に２ｍ以上
接しなければなりません。（【図１】参照）

・�　建築物の敷地が幅４ｍ未満の道路に接している場合は、セッ
トバック（道路後退）しなければなりません。（【図２】参照）

※ここでいう「道路」は、建築基準法上の道路をさします。

　用途地域によって建築できる建築物の用途に制
限があります。用途地域の範囲は、都市建設課都
市計画係または建築係で確認できます。
　また、建ぺい率や容積率は、用途地域によって
定められた数値以下でなければなりません。敷地
の状況によっては、建ぺい率や容積率の数値が変
わる可能性があります。

建築物を建てられる空間に制限があります。

規制
その1

規制
その2

規制
その3

用途地域 建ぺい率 容積率
第一種低層住居専用地域 50％ 80％

第一種中高層住居専用地域 60％ 150％
200％

第一種住居地域 60％ 200％
第二種住居地域 60％ 200％
準住居地域 60％ 200％
近隣商業地域 80％ 300％
商業地域 80％ 400％
準工業地域 60％ 200％
工業地域 60％ 200％
用途地域の指定のない区域 70％ 400％

敷地
【図１】

２m以上

４m以上 ４m未満
２m

２m
将来の道路幅
４m確保道路

【図２】
敷地

セットバック部分

道路中心線

青
色
で
囲
ん
だ
内
側
が

都
市
計
画
区
域
で
す
。

建築面積：原則として建築物の外壁又はこれ
に代わる柱の中心線で囲まれた部分の水平投
影面積
庇等も一部含まれる場合があります。

建ぺい率（%）　＝ × 100
建築面積

敷地面積

延べ面積：各階の床面積合計

容積率（%）　＝ × 100
延べ面積

敷地面積
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■
土
地
（
家
屋
）
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

◇
期
間

　

４
月
３
日
㈪
～
５
月
１
日
㈪

◇
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

◇
場
所　
税
務
課　

固
定
資
産
税
係

◇
縦
覧
で
き
る
範
囲

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本
人
の

資
産
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
で

き
る
よ
う
に「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
に
よ
り
類

似
す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

で
き
ま
す
。

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

　

床
面
積
、
評
価
額

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、
納
税
義
務

　

者
名
、
登
記
名
義
人
は
記
載
し
て
い

　

ま
せ
ん
。

※
縦
覧
で
き
る
期
間
は
こ
の
期
間
の
み

　

で
、
手
数
料
は
無
料
で
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
本

人
の｢

課
税
台
帳｣

を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
借
地
人
や
借
家
人
は
、
そ
の

対
象
部
分
の
み
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
閲
覧
は
縦
覧
期
間
中
（
４
月

３
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈪
）
に
関
わ
ら
ず

い
つ
で
も
可
能
で
、
期
間
中
は
無
料
で

す
が
、期
間
外
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

　

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　

自
動
車
な
ど
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、

廃
車
し
た
場
合
で
も
、
移
転
登
録
や
抹

消
登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い
つ

ま
で
も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
自
動
車

な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
早
め
に
必
要

な
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
納
付
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ

店
舗
な
ど
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
の
裏

面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

※�

移
転
登
録
や
抹
消
登
録
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先

▼
普
通
自
動
車
…
鹿
児
島
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
８
９

▼
１
２
５
cc
を
超
え
る
二
輪
車
お
よ
び

　
軽
自
動
車
…
鹿
児
島
軽
自
動
車
協
会

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
７
６
１

▼
１
２
５
cc
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車

　
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

　
市
税
務
課 

課
税
係

　
☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
０
３

　

環
境
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を
搬
入
す
る
際

の
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、４
月
１
日

か
ら
次
の
表
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
▼
可
燃
ご
み
…
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
９
６（
７
５
）０
７
３
９

　

▼
不
燃
ご
み
…
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
９
９
６
（
８
４
）
４
１
１
１

固
定
資
産
の

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消
登
録
の

手
続
き
は
確
実
に
!!

ご
み
処
理
場
の
使
用
料
が

４
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
!!

※縦覧・閲覧に関するお願い
　縦覧などでお越しの際は、本人確認が必要
となります。印かんとお持ちの納税通知書、
課税明細書（平成 29 年度納税通知書と課税
明細書は４月中旬に送付予定）または、マイ
ナンバー（通知または個人番号）カード、運
転免許証などを持参してください。
　なお、代理人が閲覧される場合は、委任状
および代理人本人を確認できる身分証明書お
よびマイナンバー（通知または個人番号）カー
ド、運転免許証などが必要です。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市
税
務
課　
固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
０
４

施設名 種別 現行 改定後

環境
センター 可燃ごみ

500kg まで
510 円 ( 税込 )

500kgを超え
る場合は、510
円(税込)に、
500kgごとに
1,020円(税込)
を加算

100kg ごとに
300 円 ( 税別、
10 円未満切捨 )リ サ イ ク ル

センター 不燃ごみ

からの
お知らせ
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福
祉
に
関
す
る
巡
回
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

　

異
動
の
多
い
４
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰

（
両
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
）
に
、
転
入
・
転
出
・
転
居
の
手

続
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
税
務
課
や
生
き
が
い

対
策
課
、
水
道
課
、
学
校
教
育
課
な
ど

関
係
す
る
各
種
証
明
発
行
業
務
も
行
い

ま
す
。

　

た
だ
し
、届
出
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
来
庁
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
に
は
、
印
か
ん
や
本

人
を
証
明
す
る
も
の(

運
転
免
許
証
な

ど)

、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

お
持

ち
の
方)

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド(

転
入
・

転
居
の
方)

が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
環
境
課 
住
民
年
金
係

　
☎
０
９
９
６（
７
３
）１
２
１
８

　

市
で
は
、
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
、
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
、
社
会
福
祉
士
、
臨
床
心
理

士
、理
学
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
、ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
な
ど
専
門
の
知
識
を
も
っ
た

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　
「
身
体
や
こ
こ
ろ
に
関
す
る
こ
と
」、

「
家
庭
や
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
」、「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
こ
と
」
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
お
困
り
事
、
心
配
事
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
予
約
は
不
要
で
、
市
民
の
方

は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

◇
巡
回
相
談
日
時
・
会
場

・
４
月
11
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午　

　
　

西
目
地
区
集
会
施
設

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
　

大
川
出
張
所

※
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
６（
７
５
）２
４
０
１

【第 33 回】消費生活コーナー

　　  ワンクリック
　  　詐欺
　「ワンクリック詐欺」とは、インターネッ
トなどで一度クリックしただけで、退会費
などと称して高額なお金を請求してくる詐
欺です。
　いろいろな手口がありますが、いくつか
事例を挙げてみます。
①ＷＥＢサイトのバナー広告をクリックし
たところ、勝手にアダルトサイトにつなが
り、「登録されたので退会するにはお金を払
え」という画面が出て消えない。
②動画サイトで「無料」とあったので、ク
リックしたところ、有料サイトにつながり、
高額な請求をされた。
③「年齢確認画面」をクリックしただけで「登
録されました。誤操作の方は記載の電話番
号に連絡してください」とあったので電話
したところ、個人情報を聞き出され、威圧
的な態度で高額なお金を請求してきて、コ
ンビニでプリペイドカードを購入し番号を
メールするように言われた。
　「電子消費者契約法」では、契約が成立す
るための条件が決められています。このよ
うな詐欺的サイトは、ほとんどの場合は成
立していないようです。「登録された」「退
会費を払え」と表示されるとびっくりして
電話をしてしまいがちですが、相手側はこ
ちらの情報は判っていないのがほとんどで
す。電話やメールなどすると、こちらの情
報を相手に教えてしまうことになりますの
で、絶対に連絡せず、無視しましょう。画
面に表示がはり付いて消えないのはウイル
スによるものと考えられますので、専門機
関に問い合わせることにより、対応できま
す。
　詐欺なのか不明な場合など困ったときに
は、ご相談ください。
※問い合わせ先
　市消費生活センター（市役所商工観光課内）
　0996-73-1211（内線 1112）

転入・転出・転居の手続ができます

休日窓口開庁のお知らせ
４/１( 土 ) ・ ２(日 ) 午前 8:30 ～午後 5:15

※２日 ( 日 ) は、マイナンバー
カード・通知カードの交付も
行います。

（４月の交付については、第２
日曜日から第１日曜日へ変更
します）

お気軽に
ご相談ください
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◇
対
象　

　

阿
久
根
市
民

◇
内
容

　

１
組
５
人
以
上
の
団
体
登
録
を
し

　
（
必
ず
代
表
者
が
成
人
で
あ
る
こ

　

と
）、
規
定
の
期
間
に
各
団
体
で
実

　

施
し
た
ラ
ジ
オ
体
操
の
回
数
を
報
告

　

し
て
い
た
だ
き
、
回
数
が
多
か
っ
た

　

団
体
と
個
人
の
方
に
つ
い
て
表
彰
し

　

ま
す
。

◇
登
録

　

健
康
増
進
課
や
三
笠
支
所
、
大
川
出

　

張
所
に
備
え
付
け
て
あ
る
用
紙
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
デ
ー
タ
を

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
健
康
増
進
課
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◇
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日 

㈯
～

　

平
成
30
年
２
月
28
日 

㈬

平
成
29
年
度
も
実
施
し
ま
す
!!

ラ
ジ
オ
体
操
推
進
事
業

で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
と
し

て
、
平
成
28
年
度
か
ら
『
ラ
ジ
オ
体
操

推
進
事
業
』
を
実
施
し
て
お
り
、
多
く

の
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
、

ご
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き

同
事
業
に
よ
る
多
く
の
ラ
ジ
オ
体
操
仲

間
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も『
ラ
ジ
オ
体
操
推
進
事
業
』

に
参
加
し
、
手
軽
に
健
康
な
体
を
手
に

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
保
健
予
防
係

　

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
２
８

市

参加者
大募集 !!

平成 29年度も

Let' s ラジオ体操 ♪

ラジオ体操は、“超”
優秀な有酸素運動
で、筋力トレーニン
グや柔軟運動にも
なる万能体操です。

ラジオ体操がもた
らすと言われるう
れしい効果
・血液の流れが良く          
　なる
・新陳代謝が良くな
　る
・筋力がアップする
・消化器官の働きが 
　良くなる
・免疫力が上がる
･･･などなど
まだまだ多くの効
果も期待されてい
ます。

決定！
平成29 年度
ＮＨＫ夏期巡回ラジオ体操
が阿久根市で開催
◇日時
平成 29 年７月 22 日（土）
午前６：30 ～

◇場所
市総合運動公園陸上競技場

（雨天時：市総合体育館）

全国公開
生放送
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　市では平成 28 年度に、20・30・40・50・
60・70・80 歳（平成 29 年３月 31 日現在）
の方を対象に、協力歯科医院において歯周病
検診を実施しました。
　その中で、80 歳で健康な歯が 20 本以上あ
る方「８０２０達成者」が 24 人、70 歳で健
康な歯が 24 本以上ある方「７０２４達成者」
が 18 人いらっしゃいました。

危険ドラッグ・シンナー等乱用防止強調月間（3/11（土）～4/10（月））

◇８０２０達成者（敬称略）

◇７０２４達成者（敬称略）

池𦚰富佐子 （丸内） 　　石原　哲男 （陳之尾）
神之田セツ （牧内） 　　黒﨑　幸人 （段）
斉藤　惠章 （折口東） 　鮫嶋ツル子 （潟）
篠𠩤　武雄 （上原） 　　下島フミ子 （黒之上）
竹原　司　 （八郷） 　　竹原　義一 （八郷）
立野　昇　 （潟） 　　　田畑ツキエ （瀬之浦下）
中尾サチヱ （遠矢） 　　中尾　啓子 （遠矢）
信廣　勝視 （寺山） 　　中村　正文 （大尾）
古城　勇　 （小漉） 　　羽田　忠雄 （山下馬場）
櫁柑　幸雄 （下村） 　　松﨑　房子 （潟）
山下　玉枝 （下村） 　　宮内スマエ （瀬之浦下）

新井　　　 （波留） 　　岩﨑久美子 （潟）
牛之濱　努 （遠矢） 　　奥平　幸義 （的場）
桑田ハル子 （飛松） 　　外戸口清俊 （瀬之浦下）
新町登三男 （波留） 　　田平　義昭 （段）
中馬　悦雄 （古里） 　　堂園　博　 （新町）
野村美津子 （黒之浜） 　稗田美惠子 （牟田）
外園　賢吾 （下村） 　　松井　登　 （黒之上）
松山　悦子 （脇本馬場） 宮園智恵子 （波留）

※同意があった方のみ掲載しています。

「８０２０達成者」である
信廣勝視さんに歯の健康の秘訣に
ついてインタビューしてみました♪

Ｑ１．歯磨きは１日何回ですか？
Ａ．１日４回、朝・昼・夕食後と寝る前です。
　食べたらすぐ磨くようにしています。
　毎回、歯間ブラシも使っています。

Ｑ２．歯の健康を保つために心がけているこ
　とは？
Ａ．良く噛んで食べるようにしています。
　口臭予防のため、舌磨きもしています。

Ｑ３．阿久根の子どもたちへのメッセージ
Ａ．自分の将来の歯の健康のために、食べ
　たら必ず磨くようにしましょう！

危険ドラッグ乱用
ダメ！ぜったい！

　危険ドラッグを乱用すると、おう吐やけいれん、意
識消失などが起き、死にいたることもあります。
また、精神へ影響を及ぼし、自分の意志でやめること
ができなくなる可能性があります。
　危険ドラッグは大変危険な薬物ですので、安易に手
を出したら絶対にいけません！
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くら のし 報情▼「募集」「イベント」「相談」など、皆さまの暮らしに役立つコーナーです

「

型
船
舶
海
技
免
許
証
の
更
新・

失
効
講
習
の
ご
案
内

◇
日
時　
3
月
26
日
㈰　
　

　
　
　
　

正
午
受
付
、
午
後
１
時
開
始

◇
場
所　
北
さ
つ
ま
漁
協
阿
久
根
本
所

◇
講
習
時
間

・
更
新
講
習　

約
１
時
間

・
失
効
講
習　

約
２
時
間
20
分

◇
受
講
者

・
更
新　

　

平
成
29
年
３
月
28
日
㈫
～
平
成
30
年

　

３
月
30
日
㈮
ま
で
の
免
状
受
有
者

・
失
効

　

平
成
29
年
３
月
28
日
以
前
の
免
状
受

　

有
者

◇
金
額
（
送
料
・
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
料　

９
千
円

・
失
効
講
習
料　

１
万
５
千
円

◇
持
参
品　
更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技

　

免
状
（
印
鑑
・
写
真
は
不
要
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
西
園
海
事
事
務
所

　
☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
８
５
５

業
支
援
資
金
」
の
ご
案
内

　

創
業
支
援
資
金
は
、
県
内
で
新
規
に

事
業
を
開
始
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
事

業
開
始
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
る
制

度
で
す
。

◇
融
資
対
象
者

　

�

新
規
に
商
工
団
体
の
推
薦
を
受
け

て
、
県
内
で
事
業
を
開
始
し
よ
う
と

す
る
方
（
事
業
に
必
要
と
す
る
額
の

10
％
以
上
の
自
己
資
金
が
必
要
）

◇�

融
資
期
間　

運
転
資
金
７
年
以
内
、

設
備
資
金
10
年
以
内

◇�

融
資
限
度
額　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
転
資
金
１
千
万
円　
　
　
　
　
　

設
備
資
金
２
千
万
円

◇
融
資
利
率

　

年
１
・８
％
～
年
２
・４
５
％

◇
保
証
料
率
（
県
補
助
後
）

　

�

年
０
・１
３
％
～
年
１
・５
８
％

　
�

※�

女
性
や
青
年
（
30
歳
未
満
の
方
）
の

場
合
は
、
年
０
％
～
年
１・２
６
％

※�
詳
し
い
要
件
に
つ
い
て
は
次
の
い
ず

れ
か
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
阿
久
根
商
工
会
議
所

　

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
１
８
５

・
県 

経
営
金
融
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
４
６

畜
の
所
有
者
の
定
期
報
告
を

お
願
い
し
ま
す

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
の
所
有
者
は
、
毎
年
、
家
畜
の
飼

養
状
況
な
ど
に
つ
い
て
県
へ
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

平
成
29
年
２
月
１
日
時
点
の
飼
養
頭

羽
数
や
飼
養
衛
生
管
理
状
況
に
つ
い
て

の
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
報
告
対
象

　

�

全
て
の
家
畜
や
家
き
ん
（
鶏
な
ど
）

の
飼
養
者

◇
報
告
期
限

∇
牛
、
豚
、
馬
な
ど

　
４
月
15
日
㈯
ま
で

∇
家
き
ん
（
鶏
な
ど
）

　
６
月
15
日
㈭
ま
で

◇
報
告
先

　

北
薩
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
９
９
６（
２
２
）２
１
８
４

※
問
い
合
わ
せ
先

 　
県 

畜
産
課 

家
畜
衛
生
係　

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
２
２
６

税
専
門
官
採
用
試
験
の

受
験
者
を
募
集
し
ま
す

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門

官
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
の
受

験
者
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
３
月
31
日
㈮
か
ら
開
始

し
ま
す
。
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
次
の
い
ず
れ
か
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

①
人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

☎
０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

　
　

内
線
２
３
３
２

②
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

　
　

内
線
６
０
４
６

③
出
水
税
務
署　
※
自
動
音
声
案
内　

　

☎
０
９
９
６（
６
２
）０
２
０
０

期
」
技
能
検
定
の

受
験
者
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
「
前
期
」
技
能
検
定
試

験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

技
能
検
定
と
は
、
働
く
う
え
で
身

に
つ
け
る
、
ま
た
は
必
要
と
さ
れ
る

技
能
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
国

家
検
定
制
度
で
、
試
験
に
合
格
す
る

と
「
技
能
士
」
を
名
乗
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
試
験
区
分　

　

学
科
試
験
お
よ
び
実
技
試
験

◇
実
施
職
種  

　

建
築
大
工
、
配
管
な
ど
約
50
職
種

◇
実
施
期
日　

　

職
種
ご
と
に
指
定
す
る
日

◇
実
施
等
級　

　

特
級
、
１
級
、
２
級
、
３
級
お
よ
び

　

単
一
等
級

◇
申
込
期
間  

　

４
月
３
日
㈪
～
４
月
14
日
㈮

※
問
い
合
わ
せ
先　

・
県
職
業
能
力
開
発
協
会 

　
☎
０
９
９（
２
２
６
）３
２
４
０

・
県 

雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
１
９

Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

◇
募
集
期
間

　

３
月
31
日
㈮
～
５
月
10
日
㈬

◇
応
募
資
格

小創

家

国

J 前
「
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•

青
年
海
外
協
力
隊

　

今
年
10
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
以
上

　

か
つ
今
年
５
月
10
日
時
点
で
満
39
歳

　

以
下
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方
。

•

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

今
年
５
月
10
日
時
点
で
満
40
歳
か
ら

　
満
69
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
方
。

～
体
験
談
・
説
明
会
を
開
催
～

◇
日
時
お
よ
び
会
場

•
�

３
月
25
日
㈯
午
後
２
時
30
分　
　
　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー　
　

東
棟
４
階
小
研
修
室
第
２

•

４
月
20
日
㈭
午
後
７
時

　

�

勤
労
者
セ
ン
タ
ー（
よ
か
セ
ン
タ
ー
）

７
階
第
１
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　
☎
０
９
９（
２
２
１
）６
６
２
４

立
博
物
館
科
学
教
室

「
春
の
植
物
観
察
と
植
物
採
集
」

　

色
と
り
ど
り
の
草
花
を
観
察
し
ま

し
ょ
う
。
採
集
も
で
き
る
の
で
夏
休
み

期
間
と
あ
わ
せ
て
充
実
し
た
植
物
採
集

に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

◇
日
時　
４
月
９
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◇
会
場　
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

◇
定
員　
40
人

　
　
　
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◇
参
加
料  

50
円

◇
申
込
み　

　

３
月
１
日
か
ら
電
話
で
受
付
開
始

　

※
１
日
目
は
全
員
受
付
、
２
日
目
以

　
　

降
は
先
着
順

※
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
県
立
博
物
館

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）６
０
５
０

�
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

発
達
障
が
い
啓
発
週
間
デ
ー

　

毎
年
4
月
２
日
は
国
連
が
定
め
た

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、
4
月
2
日

か
ら
8
日
ま
で
は
「
発
達
障
が
い
啓
発

週
間
」
で
す
。

　

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が

い
の
方
は
、
他
人
の
意
図
や
感
情
を
直

感
的
に
理
解
し
た
り
、
言
葉
を
適
切
に

使
う
こ
と
な
ど
が
苦
手
な
場
合
が
あ

り
、
学
校
や
職
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

や
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
親
の
し
つ
け
や
家
庭
環

境
が
原
因
で
は
な
く
、
脳
機
能
の
発
達

に
関
係
す
る
も
の
で
す
。

　

発
達
障
が
い
は
、
見
た
目
に
は
障
害

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、

行
動
や
態
度
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
の
特
徴
を
知
り
、
正
し

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
県 

障
害
福
祉
課　

　
☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
４
４

くら のし 報情 ▼阿久根市役所☎0996-73-1211（代表） ▼三笠支所☎0996-75-0002 ▼大川出張所☎0996-74-0001

世

県

女性が一人で気軽に入れる店 
コーヒー  （おつまみ付き）
モーニング（ドリンクセット）
モーニング（ウインナーコーヒーセット）

ランチセット（4種類から）

400円
500円
600円
640円
500円

（場所）ジョイフルより南へ 100ｍ （☎）６４-６２８８
喫茶  みんなの部屋（朝7時から）
手作り弁当（お茶付き）予約

有料広告 有料広告

第11回うに丼祭り

4/15(土)〜5/14(日)

※問い合わせ先
　阿久根市観光連盟
　☎ 0996-72-3646

弓木野地区たけのこ祭り
４月２日(日)午前９時～午後1時
たけのこの里（弓木野地区）
大人気の釜ゆでタケノコや野菜、手づくりの
加工品などが販売されます。地方発送も可能。
また、会場近くでタケノコ堀り体験もでき
ます。（参加ご希望の方は、長靴をご準備
ください）
※問い合わせ先
　白肌正（弓木野区長） ☎0996-73-2732

第６回 花と歴史の絶景ウォーク
４月16日(日)

【受付】午前８時 【出発】午前９時
集合　脇本地区公民館
脇本地区内の自然や歴史、文化を歩いて楽し
みます。また、実行委員によるおもてなしや
郷土芸能「山田楽」の披露、三笠中学校 PTA
バザー、ロータリークラブのボトルキャップ
集めなどがあります。雨天時でもおもてなし
やバザーは実施されます。参加費無料。
※問い合わせ先
　太田信子 ☎0996-75-0018
　井上浩一 ☎0996-75-1155

イベント
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君
の
腕
の
ぬ
く
も
り
だ
け
で
安
堵
し
て

　
　
　

眠
れ
ぬ
夜
の
不
安
消
え
て
ゆ
く　
　
　
　

  

飛
松　

保
子

母
さ
ん
は
抜
け
て
は
ゐ
る
が
惚
け
ぢ
ゃ
な
い

　
　
　

子
の
一
言
に
地
下
足
袋
を
履
く　
　
　
　

  

有
田
イ
チ
エ

青
虫
の
住
め
る
青
菜
は
露
ふ
ふ
み

　
　
　

翁
の
作
る
無
農
薬
や
さ
い　
　
　
　
　
　

  
齊
藤　

昌
子

キ
ン
カ
ン
も
サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
も
た
わ
わ
な
り

　
　
　

植
ゑ
に
し
夫
は
食
べ
る
な
く
逝
き
ぬ　
　

  

亀
澤　

笑
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
一
歩
一
歩
に
兆
す
春　
　
　
　
　

  

大
漉　

克
義

早
春
の
光
蹴
ち
ら
す
サ
ッ
カ
ー
部　
　
　
　
　
　

  

假
屋　

貞
二

遠
ざ
か
る
列
車
の
き
し
み
冴
返
る　
　
　
　
　
　

  

川
畑　

京
子

早
春
の
真
白
き
空
に
鳥
速
し　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺　

久
治

　
　後う

し

と
か
ら　

肩か
た
た叩

て
っ
見み

っ　

知し

ら
ん
顔つ

ら　

	
	

宮
原　

若
女

【
唱
】
世よ

ん
な
け
三さ
ん

人に
ん　

似に

た
人し

が
お
い
や
っ
言ち
ゅ

が

肩び
び
ん
こ車
で　

掴つ
こ

で
び
っ
ち
だ　

熟
じ
ゅ
く
り
っ
し
ょ柿

	

内
田　

辰
丸

【
唱
】
頭び

ん
たか
ら
面つ
ら

づ
い　

塗ぬ

っ
た
く
い
じ
ゃ

《
阿
久
根
短
歌
会
》

※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

　
使
用
し
て
い
ま
す
。

●『招待状』	 赤川　次郎（著） ●『柳生三代の鬼謀』	 鳥羽　亮（著）

●『ともだちのひっこし』	 宮野　聡子（作）●『ついに、来た？』	 群　ようこ（著）

図書館へ行こう!
「アンパンマン」シリーズ 全12作品を取り揃えました

新刊案内

み
ん
な
の
う
た

市立図書館／☎ 0996－ 72－0607
  開 館 時 間／午前９時～午後７時

《
阿
久
根
俳
句
》

《
薩
摩
狂
句
》

題
　「
肩か

た

」

　小さいお子さんに大人気の「アンパンマン」。親し
みやすいキャラクターが数多く登場し，今もなお、
たくさんの子どもたちに愛され続けています。今回、
市立図書館では新たにアンパンマンシリーズ全 12 作
品を取り揃えました。ぜひご覧下さい。

赤川次郎のファンクラブ会誌『三
毛猫ホームズの事件簿』掲載

のショートショートを集成。ミステ
リー、サスペンス、ファンタジー…。
会員から募集したタイトルを元に創
作した 27 の物語を収録。

上泉伊勢守から無刀取りの奥義を
受け継いだ石舟斎。徳川将軍家

兵法指南役となり天下に新陰流の名
を轟かせた宗矩。廻国修行で己の剣
を磨き流派の深化に務めた十兵衛。
偉大なる剣客三代を活写する。

「お母さん、ぼけてるよ」 父の死後、
年下の男に奔ったサチの母。70 歳

で男に捨てられ戻ってきたけど、どうも様
子がおかしくて…。シリアスなテーマを明
るく綴る、全 8 編の連作小説。

赤ちゃんのときから仲良しだった、大好きな
友だちのともちゃんが引っ越すことになっ

てしまいました。それを知ったゆうちゃんは、“さ
ようなら ” を言うのが嫌で、ともちゃんと遊ば
なくなり…。

全
部
読
ん
で
み
て
ね
♪

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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人のうごき（２月28日現在）
前月比 

人　口　 21,453人      （ー45）
　男　　 10,084人　  （ー20）
　女　　11,369人      （ー25）
世帯数　10,317世帯   （ー 20）
●出生　 11人/●死亡　31人
●転入　 26人/●転出  51人

　

女
の
子
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

祈
る
節
句
の
年
中
行
事
「
ひ
な
ま

つ
り
」。
市
民
か
ら
市
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
華
や

か
な
ひ
な
人
形
が
、
２
月
21
日
か

ら
３
月
３
日
ま
で
に
ぎ
わ
い
交
流

館
阿
久
根
駅
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
め
だ
か
の
学
校
」
の
皆
さ
ん
が

手
作
り
し
た

桃
の
花
の
オ

ブ
ジ
ェ
も
あ

り
、
ひ
な
壇

を
彩
り
ま
し

た
。

　

２
月
21
日
、
大

川
小
学
校
で
大
川

小
・
中
家
庭
教
育

学
級
「
認
知
症
を

学
び
地
域
で
支
え

よ
う
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
・

生
徒
、
保
護
者
な
ど
18
人
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
新
た
に

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
地
域
の
方
々
へ
の
温
か
い
見
守

り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　

山下小学校６年生全員で作りました

多くの鹿児島県出身者でにぎわいました

今月の題字

　僕たち山下小学校６年生は、と
ても仲の良い７人です。
　少人数ですが、学校のリーダー
としてさまざまな行事や学校生活
を引っ張ってきました。中学校に
進学しても「山下魂」を大切に、
お互いのことを信じ合える最高の
仲間でいたいと思います。

お便り待ってます！！
＜応募方法＞

郵送もしくはメールで、お便りをお寄せください。氏名（ペンネーム可）・
住所・電話番号・年齢・性別・本紙へのご意見やご要望などをご記入く
ださい。なお、掲載紙面の都合上、ご紹介できない場合もあります。また、
他者を特定する情報は削除する場合もあります。

読者のお便り紹介 きいてよ！
コ
ー
ナ
ー

　横浜市高齢者保養研修施設「ふれーゆ」で２月６日
～ 12日の７日間、㈱日本水泳振興会が主催の阿久根の
特産品を販売するイベントが行われました。ふれーゆ
は同社が指定管理しており、プールや温浴などを備え、
健康づくりを目的とした施設です。イベント開催期間
に約4400人が来館し、そのうち多くの横浜市内在住の
県や本市出身の方々が足を止めて故郷を懐かしみうれ

しそうに買い物を楽しんでいました。同社は「こ
れからも阿久根をＰＲしたい」と話されました。
　なお、売上の一部は、熊本地震被災者への義
援金として送るとのことです。

＜応募先＞
〒８９９－１６９６ 阿久根市鶴見町２００番地

「阿久根市役所総務課きいてよ！阿っくんコーナー」まで
E-mail:hishokoho@city.akune.kagoshima.jp
☎０９９６- ７３- １２０８（直通）

㈱日本水泳振興会が横浜市で阿久根をＰＲ

ひ
な
人
形
が
ず
ら
り

に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ふ
え
ま
し
た

80
歳
代
の
本
市
出
身
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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に
ぎ
わ
い
交
流
館
阿
久
根
駅
の
中

に
、
華
や
か
な
生
け
花
が
飾
ら
れ
、
花

の
優
し
い
香
り
が
漂
っ
て
い
る
こ
と
を

皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
―
。

　

華
道
家
元
池
坊
の
指
導
者
や
生
徒
の

集
ま
り
「
池
坊
阿
久
根
は
な
て
ま
り
」

の
メ
ン
バ
ー
約
30
人
が
季
節
の
花
で
駅

舎
内
の
雰
囲
気
を
明
る
く
し
よ
う
と
、

今
年
１
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
生
け
替
え
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
田
辺
由
美
子
さ
ん
は
「
私
た

ち
は
５
５
５
年
続
い
て
い
る
池
坊
の
歴

史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
に

花
に
親
し
む
心
と
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
今
回
、

駅
の
運
営
会
社
か
ら
生
け
花
を
飾
れ
な

い
か
と
お
話
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
に
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
と
て
も
き
れ
い
に

な
っ
た
駅
舎
で
く
つ
ろ
ぎ
、
心
を
癒
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
」
と
穏
や
か
な
笑

顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

駅
舎
内
に
飾
ら
れ
て
い
る
花
は

利
用
者
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

３月 26 日 ( 日 ) 正午～

梶折鼻公園
『万葉集と黒之瀬戸』

‐ 講師 濵之上　訓衞さん ‐

日時

場所

記念
講演

たくさんの飲食店が出店！
多彩なステージイベントもあり！

第２回
ふるさと創生

まつり実行委員会事務局 0996-75-0023

特技や自慢、郷土芸能など出演者募集！

梶
折
鼻

さ
く
ら
祭
り問

池
いけのぼう

坊阿久根
はなてまりの皆さん

にぎわい交流館阿久根駅で
　　　ホッとするひとときを…
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